
海老名市教育委員会

（令和６年 12月 定例会議事日程）

日時 令和６年12月20日（金）

午後３時30分 から

場所 えびなこどもセンター ２階 201会議室

【教育長報告】

【報告事項】

１ 報告第 35 号

【審議事項（非公開予定）】

２ 議案第 25 号

令和６年度海老名市一般会計補正予算（第７号）のうち教育に
関する部分に係る意見の申出について

　日程第 教育財産（有鹿小学校用地）の取得の申出について

　日程第



海老名市教育委員会 

１２月定例会 
 

【教育長報告】    

 

１ 主な事業報告 

１１月 １９日（火） １１月定例教育委員会 

           教育課題研究会 

           初任者授業参観（杉本小） 

    ２０日（水） 初任者授業参観（柏ケ谷小） 

           最高経営会議 

    ２１日（木） 県子ども若者施策審議会（オンライン） 

           杉久保小清掃業者による清掃活動報告 

           現職教育運営協議会 

           フルインクルーシブ教育対話の場（中新田小） 

    ２２日（金） 初任者授業参観（大谷中） 

           フルインクルーシブ教育対話の場（有鹿小） 

２３日（土） 運動会（杉久保小） 

            総合教育会議 

            図書館を使った調べる学習コンクール表彰式 

     ２４日（日） 統計グラフコンクール表彰式 

            明るい選挙ポスター表彰式 

     ２５日（月） フルインクルーシブ教育対話の場（柏ケ谷中） 

     ２６日（火） 中学生都市間交流（白石市）出発見送り 

            和座海綾教職員管理職組合面会 

            教育支援教室（びなるーむ）屋台村 

            学校地域ネットワークづくり運営委員会 

            フルインクルーシブ教育対話の場（海老名中） 

            フルインクルーシブ教育市民研修会 

 

 

 

 
 

令和６年度 
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２７日（水） 市長定例記者会見 

       教育支援委員会 

     ２８日（木） 小学校校長会川東地区研究会海老名大会 

     ２９日（金） 海老名市フルインクルーシブ教育推進協議会 

     ３０日（土） 東柏ケ谷小学校開校５０周年記念式典 

            東柏ケ谷小学校開校５０周年祝賀会 

 

  １２月 ２日（月） 朝のあいさつ運動（大谷小） 

            市議会第４回定例会本会議（開会） 

            フルインクルーシブ教育対話の場（海老名小） 

            一般質問振り分け・部内調整 

      ３日（火） １２月校長会議 

            木村和雄先生叙勲市長報告 

            一般質問部内ヒアリング 

      ４日（水） 一般質問市長ヒアリング 

            学校用務員会議 

      ５日（木） 初任者授業参観（柏ケ谷中） 

            よりよい授業づくり学校訪問（今泉小） 

６日（金） １２月教頭会議 

      ７日（土） 中新田小もちっこ広場 

            フルインクルーシブ教育対話の場（メタバース） 

          不登校支援団体クリスマス会 

          海老名市歯科医師会懇親会 

    ９日（月） フルインクルーシブ教育対話の場（杉本小） 

    １１日（水） 初任者授業参観（今泉中） 

           フルインクルーシブ教育対話の場（杉久保小） 

    １２日（木） 市議会第４回定例会本会議（一般質問） 

    １３日（金） 市議会第４回定例会本会議（一般質問） 
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    １４日（土） 今泉中学校区地区合同懇談会 

    １６日（月） 市議会第４回定例会本会議（一般質問） 

    １７日（火） 文化財保護審議会 

           有馬小あそびっ子クラブ視察 

           フルインクルーシブ教育対話の場（有馬小） 

    １８日（水） 市議会第４回定例会本会議（閉会） 

           よりよい授業づくり学校訪問特別版（有馬中） 

    １９日（木） 藤吉教育委員辞令交付式 

           校長連絡会 

           ・令和７年度学校予算編成調整会議 

           フルインクルーシブ教育対話の場（東柏ケ谷小） 

    ２０日（金） 教育委員会１２月定例会 

           教育課題研究会 

           平井前教育委員市長面会 
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２ 「対話」すること 

  世界中で、民族の分断や貧富の格差、それらを要因とした対立や争い

事が絶えず、その解決の方策として「対話」することが、重要視されて

いるところです。 

  平和のための「対話の時代」と言われて久しいですが、それは容易な

ことではなく、対話の席に着くことさえままならず、対話することの難

しさを知るところです。 

  しかしながら、あきらめず、対話の場を設けること、対話を重ねるこ

とが求められるところであり、対話することが真の解決につながること

はまちがいないのです。 

  まずは、国家という大きな単位ではなく、言葉を越えて、それぞれの

国の人たちの対話が広がり深まればと思うところです。 

  さて、今年度から、海老名市としてフルインクルーシブ教育に取り組

むにあたって、「対話の場」として、保護者・市民、こどもたちの成長を

支える団体の方々、教職員との話し合い・意見交換に取り組んでいると

ころです。 

  私としては、海老名市が神奈川県と協定を結んでフルインクルーシブ

教育に取り組むという方向性を示したことで、「対話の場」として、多

くの人と直接、話ができたこと、多くの人の声を聞くことが、何よりだ

と思っているところです。 

  教育は、民主的に進めるべきものであり、まずは、ひとりひとりのこ

どもの命と尊厳を守るために、一番に、教育の主体者であるこどもたち

との対話を大前提として、そのうえで、ひとりひとりのこどもの自己実

現のために必要な力と社会の一員として自分の役割を果たす力をどう

育てるか、そのために、教育は、学校は、どうあるべきかを、みんなで

話し合うことが、その手法となります。そのような意味で、私は、「対話

の場」のたいせつさを深く実感したところです。 

  そして、私たちの海老名市教育委員会という会議体も、これまでと同

じように、「対話」を積み重ねていきたいと思うところです。 

  ここで、新たに藤吉委員を迎え、これからもそうありたいと願いとこ

ろです。教育委員みなさん、あらためて、よろしくお願いします。 

以上です。 

 

  ※別紙資料 教職員への便り  

令和６年度「いがすたいがすた」 第８号（１１月号）   

 
 

〔 4 〕



いがすた いがすた 
 

 朝早く、一等星が煌めく冬の星座たちが大山の上に横たわって、東の空

には、北斗七星から春の大曲線が延びています。 

 暖かい秋でしたが、季節は、初冬を迎え、私は、空を見上げて、その先

には、春が続いていることを実感しているところです。 

 第二学期も残り一か月となりました。 

 まとめに時期に入るところですが、みなさんは、第二学期の疲れが溜っ

ているところではないでしょうか。 

 調子はどうですか。大丈夫ですか。 

 仕事以外の時間やゆっくりできる時間はどれぐらいありますか。 

 何より、健康に気をつけて、毎日を過ごしてください。 

 さて、１０月から、フルインクルーシブ教育についての対話の場という

ことで、各学校に行って、みなさんと対面で話す機会をいただいています。

現在、１３校を終えたところです。 

 私としては、みなさんから、フルインクルーシブ教育についてのさまざ

ま思いや考えを出していただき、聞かせていただき、本当に、ありがたく

思っているところです。 

 ここからはじまりですので、これからも対話をとおして多くのみなさん

の声を聞かせていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、みなさん、１１月もこどもたちひとりひとりのために、学校

教育活動を進めていただき、ありがとうございました。 

 来週からは１２月・師走となります。 

第二学期まとめの月も、引き続き、よろしくお願いします。 

 『それぞれの色』 

 この秋も、各学校に訪問して、授業や学校行事の様子を見させていただ

きました。私としては、こどもたちとともに活動するみなさんの姿に、感

動し、ただただ、感謝するところです。 

 その中で、一番に印象に残っているシーンは、大谷小学校の運動会、プ

ログラム１番の３年生の徒競走です。こどもたちが、ひとりひとり、自分

の好きな色の好きな模様のＴシャツを着て入場し、校庭を走りました。 

 まずは、はじめての光景に驚かされましたが、それがふつうに思えてき

て、ひとりひとりのちがいと全体のカラフルな感じに楽しくなりました。 

 そして、私は、それぞれの色、みんなひとりひとりちがうことを、目の

あたりにして、それをとても心地よく感じたのです。勉強になりました。 

教育長だより 第８号 

2024.11.29 伊藤 文康 
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報告第 35 号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　令和６年度海老名市一般会計補正予算（第７号）のうち教育に関する部分に係る意

見の申出を行ったため

令和６年度海老名市一般会計補正予算（第７号）のうち教育に関する部

分に係る意見の申出について

令和６年度海老名市一般会計補正予算（第７号）のうち教育に関する部分に係る意

見の申出について、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則

（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定により臨時に代理し申出したので、

同条第２項の規定により報告する。

令和６年12月20日提出

　報告理由
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令和６年度海老名市一般会計補正予算（第７号）のうち教育に関する 

部分に係る意見の申出について 

 
 
１ 概 要 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づき、海老名市

長から意見を求められたため、異論なしとして申出を行った。 

 

２ 教育長の臨時代理 

令和６年第４回海老名市議会定例会に上程する補正予算案について、11月21

日付けで市長から意見を求められたが、その対応に急施を要したことから、海

老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則第３条第１項の

規定に基づき、教育長が臨時に代理し、申出を行った。 

 

３ 意見を求められた議会の議決を経るべき案件 

令和６年度海老名市一般会計補正予算（第７号）のうち教育に関する部分 
 
４ 海老名市長からの文書 

  別紙のとおり 
 
５ 教育委員会からの申出文書 

  別紙のとおり 
 
６ 根拠法令（抜粋） 

 
 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に

係る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経る

べき事件の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかな

ければならない。 

令和６年 12 月 20 日 

定例教育委員会資料 

教 育 総 務 課 総 務 係 
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童
保
育
支
援
事
業
費

ラ
イ
フ
・
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
事

業
費
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2
文
化
財
保
護
費

4
3
,
9
8
6

1
,
0
5
9

4
5
,
0
4
5

2
郷
土
資
料
館
等
維
持
管
理
経
費

2
2
,
7
0
3

2
1
8

2
2
,
9
2
1

1
教
育
総
務
課

1
5
,
9
8
1

1
0
7

1
6
,
0
8
8
　
電
気
料
金
の
上
昇
及
び
水
道
料
金
改
定
に
伴
い
、
予
算
額
に

不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
（
温
故
館
）

3
教
育
総
務
課

6
,
7
2
2

1
1
1

6
,
8
3
3
　
電
気
料
金
の
上
昇
及
び
水
道
料
金
改
定
に
伴
い
、
予
算
額
に

不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
（
歴
史
資
料
収
蔵
館
）

3
文
化
財
保
護
活
動
事
業
費

2
1
,
2
8
3

8
4
1

2
2
,
1
2
4

1
教
育
総
務
課

1
1
,
7
0
8

4
1

1
1
,
7
4
9
　
電
気
料
金
の
上
昇
及
び
水
道
料
金
改
定
に
伴
い
、
予
算
額
に

不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
（
史
跡
地
）

2
教
育
総
務
課

1
,
4
2
3

2
3

1
,
4
4
6
　
電
気
料
金
の
上
昇
及
び
水
道
料
金
改
定
に
伴
い
、
予
算
額
に

不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
（
文
化
財
収
蔵
庫
）

1
4

教
育
総
務
課

1
,
2
5
0

7
7
7

2
,
0
2
7
　
相
模
国
分
寺
跡
史
跡
地
内
の
民
地
の
所
有
者
か
ら
借
地
の
同

意
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
遊
歩
道
を
延
長
整
備
し
た
い
た

め
相
模
国
分
寺
跡
整
備
事
業
費

文
化
財
保
護
事
業
費

温
故
館
維
持
管
理
経
費

歴
史
資
料
収
蔵
館
維
持
管
理
経
費

文
化
財
活
用
事
業
費
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議案第 25 号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　１件20,000,000円以上の教育財産を取得することについて、市長に申出を行いたい

ため

教育財産（有鹿小学校用地）の取得の申出について

　教育財産（有鹿小学校用地）の取得の申出内容について、議決を求める。

令和６年12月20日提出

　提案理由
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